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宇宙という偉大な体系の管理運営，すなわちすべての理性的で感受
性ある存在の普遍的な幸福についての配慮は，神の業務であって人
聞の業務ではない。人間にわりあてられているのは，（中略）かれ
自身の幸福について，かれの家族，かれの友人たち，かれの国の，
幸福についての配慮である。（アダム・スミス『道徳感情論』）2
【論文要旨】
　西アフリカ諸国は，他のアフリカ地域に比べて世界経済危機の影響が少なかった。この理由を探
るために，対外的経済指標（貿易，商品の市場価格，通貨，外貨準備増減），国内経済指標（国内
投資，直接投資，政府援助，各産業の業績，財政収支，経済収支），社会的経済指標（物価，失業
率，消費者物価指数，出稼ぎ労働者数の推移とその送金額）の推移を，最新の統計（主に2007年
から09年）を中心に検討する。分析によると，西アフリカでは，堅調な輸出収益と観光産業不振
という点で他の地域と異なる。これらの外因に加えて，出稼ぎ労働者の送金が他のアフリカ諸国に
比べて予想を大きく上回った。これは，西アフリカの連帯感が高いことや国際分業体制における移
民の位置が変容していることを示唆する。アフリカにおける移民間題に今後注視する必要がある。
【キーワード】世界経済危機，西アフリカ，貿易構造，国際分業，移民送金
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　アフリカ大陸の人口は世界経済危機の渦中の2009年に10億人を越えた。2009年の世界経済は，
国内総生産（GDP）が前年比で2．2％縮小し，貿易量で12．4％の減少だった。さらに外国直接投資
（FDI）が減少した。実質GDPの伸び率が先進国で3．9％減であった一方，経済成長を必要とする
途上国では1．9％増にとどまった。2009年に入って，この危機のアフリカへの影響にかんする報告
書が国際機関等から相次いで発表された3。これらの報告書は，前回の予測を部分的に修正しなが
ら，経済危機がアフリカに与えた影響の全貌を明らかにしつつある。各国際機関の間の見解はほぼ
一致している4。すなわち，危機以前の数年間，アフリカ経済は国際援助や一次産品の需要拡大お
よび価格高騰による貿易収支の改善により，これまでにない高い成長率を維持してきたが，輸出品
の価格下落と世界需要収縮に伴って，2009年のアフリカの貿易収支が悪化した（輸出量は4．9％
減）。この結果，経常収支，財政収支，貯蓄，投資がすべて悪化し，失業率が上昇した。さらに通
貨下落も加わり，外貨準備が減少した。援助や投資の資本流入も停滞し，国家は景気対策や貧困対
策の余裕がなくなっていった（木田2009：343）。アフリカ全体の経済成長率は2008～09年に失速
した（4．9％増から1．6％増）。2010年の見通しは景気回復（輸出4．2％増とGDP4．3％増）だが，前
年の不況を引きずる経常収支や財政収支は好転せず，「雇用なき回復」（ジョブレスリカバリー）に
陥ると懸念されている。
　アフリカにおける経済危機の悪影響は国によって異なる。影響の大きな国の特徴は，1）産油国
（6．1％減），2）中所得国（5．4％減），3）沿岸国（4．3％減）だった（数値は2008年と09年の差）。
また，一部の資源保有国や新興フロンティア国（ボッワナ9．1％減，セシェール6．7％減，南ア5．5
3BAfD（2009a，　b，　c），Comit610（2009），FMI（2009a，　b），IMF（2009a，　b），ILO（2009），NUCEA／UA（2009a，
b），OCDE／BAfD（2009），　Wolrd　Bank（2009a，　b），　Brambila　Macias，　Massa，　Isabella（2009），　Friedman，
Schady（2009），　Nagarajan（2009），　Chen，　Ravallion（2009），　Ravallion，　Chen（2009）Ratha，　Mohapatra
　（2009）。
4FMI（2009b：3－30；2010a，　b）；IMF（2010a，　b），ILO（2010），NUCEAIUA（2010：51－71），World　Bank（2010b：
154－164）。
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表1：アフリカにおけるグループ別実質GNP成長率（単位：％）
2005 2006 2007 2008 20092010p 08と09の差
アフリカ全体
北アフリカ
サブサハラ全体
　西アフリカ
　中部アフリカ
　東アフリカ
　南部アフリカ
産油国＊
石油輸入国
非石油資源保有国
非石油資源稀少国
中所得国
低所得国
脆弱所得国
沿岸国
内陸国
????????? ? ? ? ?????? ??? ???? ??????? ? ??? ??????「????????????｝??
出所：NUCEA／UA（2010：148），FMI（2010：73），IMF　World　Economic　Outlook　Database　April　2010より作
　　　成。（＊ナイジェリアを除く）
％減）の2009年の落ち込みが激しい。さらに，この影響の大きさには地域差があるといわれてお
り，中でも西アフリカ5が他の地域に比べて影響が少ない。本稿ではこの西アフリカに焦点を絞っ
て，経済危機の渦中にあるアフリカ経済と経済危機の関係を再検討する。
1．世界経済危機と西アフリカ
　2008年後半より世界中に広がった経済危機を背景に，アフリカ経済は2009年に失速し，輸出停
滞，観光不況，送金減額として現れた。輸出産業（換金作物と天然資源）は生産規模の縮小を余儀
なくされ，林業などのように，生産と雇用に50％以上の悪影響が及んだ分野もある。西アフリカ
国別の経済成長率をみると，2000年以来4％前後の維持してきた成長率は，2009年に失速した。
5西アフリカにおける政治経済機構として，「西アフリカ諸国経済共同体」（CEDEAO／ECOWAS：Com－
munaut66conomique　des　Etats　de　1’Afrique　de　1’Ouest／Economic　Community　of　West　African　States）カs
1975年5月28日にラゴス条約の調印にとともに創設された。現在西アフリカ諸国のほとんど（2000年に脱退
　したモーリタニアを除く15力国が加盟しているが，2008年にギニア，2009年にニジェールがクーデタなどの
　国内紛争により加盟資格を失効）が加盟している。西アフリカ経済通貨共同体（UEMOA：Union　6cono－
mique　et　mon6taire　ouest－africainρ）は，1963年に設立された西アフリカ通貨共同体（UMOA：Union
mon6taire　ouest－africaine）を前身に，1994年1月10日のダカール総会の創設された地域経済共同体である。
本部はブルキナファソの首都ワガドゥグー（Ouagadougou）にあり，現在の議長はマリ大統領のアマドゥ＝
　トゥマリ・トゥーレである。UEMOAの中央銀行である西アフリカ諸国中央銀行（BCEAO：Banque　centrale
des　6tats　de　1’Afrique　de　1’Ouest，本部ダカール）が共通通貨CFAフラソを発行している。　CFAフラソはユー
　ロに対して固定相場制を採用している。
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図1：アフリカの名目GDP成長率1980～2010年の推移（2000＝100）
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表2：西アフリカの実質（名目）GDP成長率の推移2001～10（単位：％）
2001～06 2007 2008 2009 2010
　UEMOA諸国
　　ベナン
　　ブルキナファソ
　　コートディヴォワール
　　ギニアビサウ
　　マリ
　　ニジェール
　　セネガル
　　トーゴ
　カーボヴェルデ
　ガンビア
　ガーナ
　ギニア
　リベリア
　ナイジェリア
　シエラレオネ
西アフリカ全体
サブサハラ全体
2．9（　5．4）
4．1（6．7）
　6．2（　9．2）
　0．2（　3．5）
　2．0（　2．5）
　6．2（9．2）
　5．6（　8．3）
4．3（6．6）
　1．7（4．1）
　6．3（8．6）
4。7（18．0）
5。3（27．7）
2．8（19．2）
－1．5（21．7）
10．3（26．4）
12。8（21．2）
4．1（12．9）
6。2（12．8）
2．9（　5．7）
4．6（　7．4）
3．6（2．5）
1．6（4．5）
0．3（6．2）
4．2（7．0）
3．4（　7．9）
4．8（10．5）
1，9（　3．3）
7．8（16．4）
6．3（13，5）
5．7（20．3）
1．8（15．0）
9．5（14．1）
7．0（11，6）
6．4（17．9）
3．5（10．3）
7．0（4．9）
3．7（11．0）　　　　2．5（　4．0）
5．0（12．6）　　　　2．7（　4。8）
5．2（13．4）　　　　3．2（　7．6）
2．3（10．5）　　　　　3．8（　　3．8）
3．5（14，4）　　　　3．0（　4．1）
4，9（14．1）　　　　4．5（　8．1）
9．3（16．9）　　　－0．9（　3．0）
2．3（9．8）　　　　1．5（　1．1）
1．8（　8．4）　　　　2．5（　3．9）
5．9（7．5）　　　　4．1（　6．9）
6．1（12．6）　　　　4．6（　7．5）
7．3（25，4）　　　　3．5（　24．9）
4．9（19．7）　　　－0．3（　4．9）
7．1（　3．1）　　　　4，7（　8．0）
6。0（17．6）　　　　5．6（　4．8）
5。5（17．4）　　　　4．0（　10．0）
4．4（15．4）　　　　2．6（　4．9）
5．6（　3．2）　　　　2．1（－0．1）
3．4（6．0）
3，2（　5．4）
4，4（6．5）
3．0（4．5）
3．5（　6．0）
5．1（　8．7）
4．4（13．9）
3，4（5．8）
2．6（　53）
5．0（5，0）
4．8（10，0）
4．5（17．8）
3．0（17．9）
5，8（　3．5）
7．0（23．1）
4．8（18．6）
4ユ（14．8）
4．7（2．6）
出所：IMF　World　Economic　Outlook　Database，　April　2010より作成。
大半の国々で2009年の値が2008年を下回っている。しかし，その下げ幅は，大不況に陥ったニジ
ェール（10．2％減）や石油収益減少の著しいギニア（5．2％減）を除いて，サブサハラ諸国（33％
減）やアフリカ全体（3．5％減）の平均ほど大きくない（ガーナ2．8％減，リベリア2．4％減，ベナ
ン2．3％減，ブルキナファソ2％減，カーボヴェルデ1．8％減，ガンビア1．5％減，シエラレオネ1．5
％減，セネガル0．8％減，ギニアビサウ0．5％減，マリ0．4％減，ナイジェリア0．4％減）。
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図2　西アフリカの輸出・輸入における品目分布の1995～2008年推移（単位：％）
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表3：西アフリ力諸国の主要輸出品目（2008年）
国　　名 輸出額＊＊ 輸　　出　　品　　目　（％）
ベナン＊
ブルキナファソ＊
コートディヴォワール＊
ギニアビサウ＊
マリ＊
ニジェール＊
セネガル＊
トーゴ＊
カーボヴェルデ
ガンビア
ガーナ
ギニア
リベリア
ナイジェリア
シエラレオネ
　645
　418
9779
　112
1918
　503
2017
1752
　28
　14
4032
1487
　975
80750
　346
石油（28），綿花（24），果物（12），鉄鋼，銅
綿花（53），貴金属（17），油実（16）
石油（37），カカオ（29），ゴム
果物（92）
宝石（75），綿花（11），家畜
鉱物（66），家畜，衣服
石油（34），貴金属（10），魚介類（10），塩，鉄鋼
綿花（44），塩（18），カカオ（15），石油
魚介類（33），靴（17），衣服装飾（10），電気器機，鉄鋼
魚介類（25），果物（17），鉄鋼（15），油実
貴金属（46），カカオ（27），木材，果物
鉱物（40），宝石（33），貴金属（12），印刷
船舶（35），石油（30），ゴム（27）
石油（92）
宝石（28），鉱物（20），石油（15），カカオ（10）
出所：UNCTAD／WTO　lnternationa1　Trade　Centre（2010年7月10日閲覧，＊UEMOA諸国，＊＊百万ドル）。
　これは，他のアフリカ地域経済が西アフリカよりも失速したことを示しており，同地域は世界経
済危機の影響がアフリカの中でも少なかったといえる。一部の国では，2009年に失速するどころ
か，2008年よりも成長率が高い（コートディヴォワール1．5％増，トーゴ0．7％増）。
2．貿易状況と商品市場
　アフリカ貿易の主な輸出品目は天然資源や換金作物であり，燃料，食糧，生活品や機械などの工
業製品が輸入される。この貿易形態は西アフリカも同じであり，15年来変わってない（図2参
照）。農業の占める輸出額の割合が近年低下しているとはいえ，農業，鉱業，石油が依然として西
アフリカの主要な外貨収入源である。したがって，国内経済は国外の需要や市場価格に影響を受け
易い。
　経済危機の影響を輸出依存度でみると，アフリカ全体で12．2％，サブサハラ地域で9．9％後退し
ているのに対して，西アフリカ全体では6．7％減に留まっている。国別にみると，紛争後復興期に
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表4：西アフリカの主要輸出および輸入品目の市場価格
品　目（価格単位） 2007 2008 2009 前年比
【輸出対象】
　綿花（b／c／kg）
　カカオ豆（b／c／kg）
　コーヒー豆アラビカ（b／c／kg）
　落花生油（b／＄／mt）
　魚介類（＄／mt）
　ボーキサイト（＄／mt）
　銅（b／＄／mt）
　金（＄／tOZ）
　ダイアモソド原石（＄／carat）
　ウラン鉱（＄／£）
　チタソ鉱リモナイト（＄／mt）
　リン鉱（b／＄／mt）
【輸入対象】
　米タイAl（b／＄／mt）
　肥料（2000　＝＝　100）
　天然ガス（a／2000＝100）
　原油（a／＄／bbl）
139．5
195．2
272．4
1352
1177
　31
7118
697
11．54
99．24
　80
70．9
272．3
240．1
186．5
71．12
157．4
257．7
308．2
2131
1133
　26
6956
872
12．89
64．18
　111
345．6
4823
566．7
267．9
96．99
138．2
288．9
317．1
1184
1230
　28
5150
973
12ユ8
46．76
　70
121，7
326．4
293．0
153．4
61．76
一12．2％
＋12．1％
＋29％
－44．4％
＋8．6％
＋7．7％
－36％
＋11．6％
－5．5％
－27．1％
－36．9％
－64．8％
一32．3％
－48．3％
－42．7％
－36．3％
出所：World　Bank（2010a：26－27），World　Bank：Commodity　Price　Data　2010
　　April，　USGS（2010），IMF：Primary　Commodity　Prices（2010年5月4日
　　閲覧）より作成。単位：aノ＝エネルギー一指標（2000＝100），b／　・＝非エネ
　　ルギー指標（2000　＝　100），＄＝USドル，Φ＝USセント，　toz＝troy　oz，
　　mt＝メトリックトソ。
あるリベリア（19％減）や産油国のナイジェリア（13．8％減）を除いて，サブサハラ地域の平均よ
りも，西アフリカ諸国の輸出が好調だったことを示している。輸出依存度が2009年に増加した国
は6力国（ガーナ7．8％増，コートディヴォワール2．4％増，ガソビア1．7％増，ギニアビサウ0．6％
増，シエラレオネ0．9％増，ニジェール0．3％増），サブサハラ諸国の平均値を越えた国は7力国
（マリ2．3％減，ベナソ2．3％減，ブルキナファソ2．8％減，セネガル3，1％減，トーゴ5．3％減，カー
ボヴェルデ6．7％減，ギニア7．4％減）に及んでいる。つまり，輸出依存度だけに限れば，2009年に
サブサハラ地域の平均を上回った国が，西アフリカでは15力国中13力国もあったことになる。
　輸出内容をみてみると，カカオ，コーヒー，魚貝類，金，ボーキサイトの価格が2008～09年に
上昇しており，これらの商品の生産国が市況の恩恵を受けている。例えば，ガーナやコートディヴ
ォワールの主要換金作物カカオは近年価格が上がり続け，2009年に史上最高を更新した。ガーナ
は金輸出でも価格高騰の恩恵に浴した（NUCEA／UA　2010：64）。ギニアでは，埋蔵量世界一の主
要輸出品ボーキサイトの価格が2009年に上昇している6。
　逆に，棉花，落花生，銅，ダイヤモンド，ウラン，チタソ，リン酸，石油等は価格が下落した。
これらの生産国では，輸入収益が減少したか，増産で対応している。ナイジェリアは原油が輸出の
6ただし，政情不安のため10％以上の減産をしている（USGS　2010：27）。アルミ金属は35％価格減少だった。
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九割を占める石油依存経済であり，2009年の油価暴落で大幅な減収に陥った。同様のことがニジ
ェールのウラン鉱石7にも当てはまる。また，棉花の2009年価格下落が生産国のマリ，ブルキナフ
ァソ（共に輸出の七割），ベナン（輸出の三割）における輸出後退に対応している8。セネガルの場
合は，2008／09年度の落花生の価格は暴落したが，潤沢な降雨量による豊作により，生産が前年度
の39％増と予測されている（USDA　2009，2010）。他方，世界経済危機とは無関係に，新たな産業
が発達した場合もある。ガソビアでは，カシューナッッ（30％減，Le　monde　2010：98），チタソ
鉱石（USGS　2010：172），落花生（44％減，　World　Bank　2010a：26）などの価格暴落を横目に，
繊維輸出が急増しており，これまでの主要輸出品目を抜いて，2009年に最大輸出産業にまで成長
している（Comtrade　2009年6月10日閲覧）。かくして西アフリカ諸国では，一部の国々で主要輸
出品目の価格上昇や天候の恩恵に浴した国もあれば，世界経済危機の需要減退を看過せずに，新た
な産業を発展させた国もあったのである。輸入においては，2009年に食糧の米や燃料の価格が落
着き，肥料の価格も例年並みの水準に戻りつつある。これらの生産要素や市民の生活物資の価格下
落は，物価の落ち着きや収益の向上など，西アフリカの社会経済にとってポジティブな要素になっ
ている。
3．金融市場と為替市場
　アフリカにおける2007年の金融規模を概観すると，対外資金調達合計（External　financing：
Total　bonds，　equities，　loans）は世界の4．3％（305．8億ドル），株式発行高（Equity　issuance）は約
90億（アジア1180億ドル，ラテンアメリカ470億ドル），民間資金調達は30億ドル（アジア420億
ドル），銀行保有資産（Bank　Assets）は世界の4．3％（11．8億ドル），株式市場資本化率（Stock
market　capitalization）は世界の1．8％（11．8億ドル）であった。また，しばしば金融グローバル化
の尺度として使われる対GNP対外資金調達においては，アフリカ全体が181．3％と世界平均の
421．1％に比べて極めて低い（木田2010：330）。このため，アフリカの金融システムは売却益とい
ったキャピタル・ゲイソ獲得をめざす「市場型」よりも配当や金利等のインカム・ゲインを志向す
る「銀行型」といわれ，市場が金融で果す役割が弱小あるいはほぼ皆無である。オフバラソス契約
は先進国と異なり未発達で，サブプライム問題を誘発したような複雑な証券化手段など一般に使わ
れない。このような国際金融市場への低い統合性のため，アフリカの金融機関が金融危機にともな
い直接的損失を被ることはなかった。
　西アフリカはアフリカよりさらに金融規模が小さいが9，そこで唯一金融問題が発生した国がナ
イジェリアだった。ナイジェリアは南アフリカに次ぐアフリカ第二の経済国であり，国の内外から
7近年，マリ（ファレア地区）やセネガル（東部）もウラン鉱に力を入れており，探査・開発が仏系外資主導
　で始めらているが，2009年においてはその成果がまだ現れていない。
8ただし，有機棉花（世界の全棉花生産の0．76％）の価格は，2009年に約20％上昇している。西アフリカでは
　ブルキナファソとベナンが生産しており，2009年は20％の増産であった（L’autre　quotidien　2010年3月5日
付け記事）。
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表5：西アフリカの対ドル名目為替変動
国　名 通貨　記号20052006200720082009A期B期C期AC期
ナイジェリア
ガーナ
ガンビア
シエラレオネ
リペリア
UEMOA諸国
カーボヴェルデ
ギニア
ユーロ諸国
日本
ナイラ　　　　NGN
セディ　　　GHC
ダラシ　　　GMD
レオン　　　　SLL
ドル　　　　　LRD
CFAフラン　　XOF
エスクド　　CVE
フラン　　　　GNF
ユーロ　　　　EUR
円　　　　　JPY
1．2　　　1．2　　－2．9　　　2．6　　－10．8　　－20．3　　－4．1　　　　1．3　　－22．5
一〇．8　　－1．0　　－3．6　　－1．8
　1．7　　　0．2　　　2．9　　　3．5
－5．0　　－1．1　　－4．3　　－1．1
　2．5　　－1．6　　－4．3　　－1．1
－0．5　　－0．3　　　3．0　　　2．0
－0．5　　　0．0　　　1．1　　　1．2
－24．7　　－3．6　　13．2　　－4．5
　0．2　　　0．9　　　8．3　　　6，6
－1．9　　－5．5　　－1．3　　12．2
一8．3　　－15．2　　－9．2　　　4．8　－19．3
－6．1　－19．2　　－2．2　　　　1．5　　－19．8
－2．9　　　－3．1　　－8．4　　－15．4　　－25．0
－2．9　　　－1．5　　－10．3　　　　0．6　　－11．1
－2．4　　－17．5　　　　9．3　　－3．6　　－13，0
－1．7　－17．6　　　8．1　　　6．8　　－4．9
　0。9　　－4．4　　－0．8　　－3．5　　－8，4
－5．4　　－16．9　　　　8．5　　　－2．7　　－12．5
　9．5　　　19．8　　－5．4　　　　6．0　　　20．2
出所：FMI（2010：87），およびOANDAの統計から算出。　A期：2008年7月31日～09年2月13日，　B期：
　　2009年2月13日～09年7月31日，C期：2009年7月31日～10年2月13日。　CFAフラソの使用国はベ
　　ナン，ブルキナファソ，コートジヴィワール，ギニアビサウ，マリ，ニジェール，セネガル，トーゴ
　　　（UEMOA諸国）。
図3　西アフリカの外貨準備高の推移（単位：輸入額月数）
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出所：FMI（2010：97）より作成。
資金が金融市場に流入し，他のアフリカ諸国に比べて金融機関が国際化している。経済危機を受け
て，ナイジェリア株式市場（NSE）では，2008年3月から1年後に平均株価が67％下落し，時価
総額の62％を失った（Ajakaiye，　Fakiyesi　2009：7）。ナイジェリア中央銀行は，銀行の収益悪化に
対して，全銀行株の三分の一を占める主要5銀行に，株価と通貨の暴落や石油関連企業への貸付
の焦げ付きによる巨額の損失から救済するために，緊急融資をおこなった（FMI　2009：9）10。ま
た，通貨下落に歯止めをかけるために，同中央銀行は為替介入を行っている。
92009年の外資産調達はガーナ13．3億ドル，ナイジェリア4．15億ドル，セネガル2億ドル，コードディヴォワー
　ル1．51億ドルであった（IMF　2010a）。
10さらに，この主要5行の経営陣を辞職させている。同中央銀行が2009年8月から10月にかけて救済を行った
　銀行に9行を数え，資本増強のために投入した資金は26億ドルに上る。（ロイター英国版：2009年8月21日
　付け記事）。
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　ところで，金融市場が国際化していなくとも，通貨の乱高下を通して経済的悪影響を被ることは
どの国でもありうる。一国の通貨変動は貿易収支や経常収支に影響し，輸出収益や輸入コストの違
いとして現われ，特に途上国の場合は債務問題にも直結する。
　通貨変動を短期的にみてみると，経済危機がアフリカでも表面化した2008年後期と2009年前期
の間（A期）では，西アフリカの大半の国で通貨が暴落している。その後の推移（B期とC期）
は，国毎に多少の違いはあれ，現在各国の通貨は経済危機以前の水準に戻っていない。これを長期
的にみてみると，ナイジェリア，ガーナ，ガンビアでの通貨下落が最も激しい。これらの国々は，
一次産品に過剰に依存した単一輸出志向経済国の要素が色濃い。通貨下落が少ないシエラレオネ，
リベリア，ギニアは，政情不安の渦中，あるいは紛争後の復興にあり，内在する経済的不安定ほど
経済危機の影響がなかった。UEMOA諸国も輸出向けの換金作物や天然資源に依存する経済であ
るが，ユーロ経済が経済危機初期にそうであった様に，共通通貨の流通が金融圧力の衝撃に対する
緩衝材の役割を果したといえる。
　為替変動と貿易活動の総合したものとして外貨準備高をみると（ただし，外貨を得た年の翌年が
業績に相当），2010年の準備高は減少傾向にあり，経済危機の影響が伺われる。しかし，この中で
減少分が1カ月を越える国は，油価下落による収入減を余儀なくされたナイジェリア（1，8カ月分
減）11を筆頭に，ブルキナファソとシエラレオネ（ともに1．7カ月分減），トーゴ，ギニア，マリと
続くが，2カ月を越えた国はなかった。これは，前年が好況だった2008年の準備高増減と比較して
も，それほど悲観する結果でないことを示している。その他の外貨を減らした国は，上述の輸出が
芳しくなかった国に対応している。
4．資本投資と生産活動
　国内の生産活動を概観するために投資動向をみると，2009年のアフリカにおける対GNP国内総
投資率では，サブサハラ諸国平均が前年に比べて減少している反面（0．3％減），西アフリカの半数
以上の国々でこれが増額している。この増加率が最大の国はニジェール（7．1％増）であり，これ
にガーナ（5．8％増），ベナソ（4％増），ナ・fジェリア（3．2％増），マリ（2．6％増），ギニアビサウ
（2．4％増）と続く。一般に，これらの国々は2009年の成長率が低く（ニジェールは西アフリカ最
低），国内投資の動向が経済成長率に反比例している。これは，経済危機に対処するために，資本
注入を行った結果が国内総投資の傾向に現れているととれる12。
11ル・モンド（Le　monde　2010：99）によると，ナイジェリアの外貨は，2008年9月時点にあった426億ユー
　ロから2009年11月の283億ユーロにまで激減している。
12この際に外資が導入されることもある。例えばガーナは，2008～09年に西アフリカで最高額の計23．3億ドル
　の対外外資調達を行っているが，コートディヴォワールに追いつくべく，カカオ生産で近年力を入れている
　農業改革や，2009年7月にIMFが行った4億ユーロの特別融資，さらに，近年発見されたギニア湾沖合の
　海底油田に関連した投資が含まれる（Le　monde　2010）。また，ナイジェリアの場合は，破綻銀行への資本
　増強あるいは国内の景気対策のために外資を投入したと考えられる。
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表6：FDIとODAの推移（単位　百万ドル）
FDI ODA
2006 2007 2008 2006 2007 2008
ベナソ＊
ブルキナファソ＊
コートディヴィワール＊
ギニアビサウ＊
マリ＊
ニジェール＊
セネガル＊
トーゴ＊
カーボベルデ
ガソビア
ガーナ
ギニア
リベリア
ナイジェリア
シエラレオネ
西アフリカ全体＊＊
アフリカ全体
世界全体（十億ドル）
　53
　34
　319
　18
　83
　51
　220
　77
　131
　71
　636
　125
　108
13956
　59
16095
57058
1461
　255　　　　120
　344　　　　137
　427　　　353
　19　　　　15
　73　　　　126
　129　　　　147
　297　　　　706
　49　　　　68
　190　　　　209
　76　　　　63
　855　　　2120
　386　　　1350
　132　　　　144
12454　　　　20279
　94　　　　30
15934　　　　25969
69170　　　　87647
1979　　　　　1697
　378
　874
　247
　87
　830
　526
　831
　79
　138
　73
1201
　169
　260
11427
　347
3852
3780
　119
　474
　951
　171
　122
1019
　541
　872
　121
　165
　73
1153
　228
　700
1956
　545
4444
39127
　120
　640
　997
　616
　131
　963
　605
1057
　329
　218
　93
1293
　318
1250
1289
　366
4795
44005
　145
出所：OECD：Statistics　Extracts（2010年4月20日付け）；OECD（2010：228），　UNCTAD
　　　（2009：247）より作成。＊：UEMOA諸国，＊＊：モーリタニアを含む。
　経済危機は外国直接投資（FDI）と政府開発援助（ODA）の支給額にも影響を与えている。　FDI
は海外の民間経済活動を対象に行われ，投資先の経済的魅力を反映している13。2009年の西アフリ
カにおいては石油（ナイジェリア），鉱物資源（ブルキナファソ，マリ，ナイジェリア），通信（ガー
ナ）での投資が盛んであった（UNCTAD　2009：43）。他方，　ODAは医療教育等の分野で重要な開
発資金源であるとともに，民間でなしえないインフラ整備を肩代わりするという，多国籍企業投資
の露払いの役割も果す。アフリカ向けODA総額は世界全体の約三割を占めている14。アフリカの
社会経済発展にとって重要だという点で，ODAは一部の低所得国ではなくてはならない存在にな
っている。FDIとODAの両者とも，2009年の国ごとの詳細なデータがまだ公表されてないが，こ
れらの資金流入は減少するのは確実だと各国際機関が報告している。
　アフリカへのFDIは，2000年以来着実に増加していたが，世界に占める割合は5％前後に過ぎ
13例えば，アフリカにおける2000～06年の間に，鉱山ブームのおかげでFDIが三倍増だったが，世界経済危
　機以来の商品価値の低下と流入資金の減少により，鉱業でFDIが低下するとされた（Nagarajan　2009）。
14一般に，OECDの開発援助委員会（DAC：Development　Assistance　Committe）の加盟国がアフリカの開発
　援助において重要な役割を果たしてきたが，近年，非DAC諸国（アラブ諸国，韓国，トルコ，　EUの非
　DAC諸国）が開発援助で比重を高めており，さらに中国やインドの出資額も年々増加している（NUCEA／
　UA　2010：99）。けれども，　DAC諸国がアフリカへのODAは2007年に総額391億ドルの62％以上の246億ド
　ルを支出しているように，依然として最も重要なドナーである。
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表7：西アフリカのGDPおよび労働力の産業分布（単位：％）
GDP 労　働　力
農業　　工業　　サービス　　農業　　工業　　サービス
　GDP（百万ドル）
ペナソ＊　　　　　　　　33．2
ブルキナファソ＊　　　　　29・4
コートディヴィワール＊　　28．0
ギニアビサウ＊　　　　　　62．0
マリ＊　　　　　　　　　　45．0
ニジェール＊　　　　　　39，0
セネガル＊　　　　　　　　13．8
トーゴ＊　　　　　　　　　　　　　　　47．4
カーボベルデ　　　　　　　9．2
ガソビア　　　　　　　　33．5
ガーナ　　　　　　　　　　37．3
ギニア　　　　　　　　　　23．8
リベリア　　　　　　　76．9
ナイジェリア　　　　　　33．4
シエラレオネ　　　　　　　49．0
?????????? ?? ?????? ????????????????? ? ?????????? ?　6476
　7871
23180
　443
　8860
　5386
12760
　2804
　1776
　735
14930
　4488
　878
167400
　2088
出Pt　：　CIA　World　Factbook　2010より作成。＊UEMOA諸国。
ない。2009年の対アフリカFDIは，2008年の876億ドルから559億ドルへの36．2％減と見積もられ
ている（UNCTAD　2010：2）15。2008年の西アフリカ向けFDIがアフリカ全体の約30％であったこ
とから，170億ドル前後になると予想される16。ODAにっいては，　OECDが2010年4月14日に
2009年度分が273億ドル（内240億ドルがサブサハラ）と発表している17。西アフリカ諸国には，
2007年に44億ドル，翌年に48億ドルと比較的一定しているが，アフリカ全体の10％前後と，大陸
内での割合が低い18。ギニアビサウ，シエラレオネ，リベリアなどの一部の国では，ODAが国内
総所得の20％を越えており，これらのODA依存国では援助減額が社会経済に甚大な影響を与えか
ねない（NUCEA／UA　2010：99）。いずれにせよ，2009年のODAも，過去において増額の約束が
152009年の世界のFDIは2008年に比べて39％縮小，1．7兆ドルから1．0兆ドルに落ち込むと予測されている
　（wTO／0ECD／UNCTAD　2010：17）。
162008年に西アフリカでFDIを多くの集めた国は，ナイジェリア，ガーナ，ギニア，そしてセネガルであ
　り，比較的財政規模の大きくかつ政情が安定した国にFDIが流入する傾向にある。
ユ70ECDのDAC加盟諸国（Development　Assistance　Committee）が途上国向けのODAを2009年に220億ド
　ル削減したことから，アフリカへのODAは減少すると推定されていた（Bertoli，　San丘lippo　2009；NUCEA／
　UA　2010：99）。さらに，同報告書（OCDE　2010）はドナー諸国に予算をもとに，2010年のODAの推定も
　行っている。また，2009年よりも2010年のODA減額がとくに懸念されている。同報告書によると，　DAC
　諸国のODAは微増するものの，懸念されていた通り，2005年のグレソイーグルスG8サミヅトで確i約され
　た増加額（250億ドル）より低い110億ドルの増加にとどまる見通しである。
180DA総額の53％が向かう9力国（エジプト，モロッコ，タソザニア，エチオピア，スーダソ，ナイジェリ
　ア，モザソビーク，ウガソダ，ケニア，コンゴ民共）の中には，西アフリカ諸国は1力国しか含まれていな
　い。ところで，国別での援助額が不規則であるが，これは債務軽減を考慮した結果である（CSAO／0CDE
　2010：19）。
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図4：西アフリカにおける観光客数の推移（単位：千人）
???????
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出所：UNWTO（2009a：8），World　Travel＆Tourism　Council：Economic　database（2010年5月2日閲覧）。
果されなかったように，減額に終わる見通しである19。
　次に西アフリカの2009年の経済状況をみてみよう。一次産業からみると，近年，西アフリカに
おいても鉱物資源20が重要度を増してきたとはいえ，農業は労働人口の7割が従事し，GDPの30
％を占める重要な産業であり，さらに換金作物による外貨獲得においても依然大きな役割を担って
いる（UNECA　2010：39）。近年では，多国籍企業だけでなく，マレーシア，中国，韓国など新興
国や湾岸諸国のアグリビジネスへの進出が目覚ましい21。2008／09年度のアフリカ全体の穀物生産
は前年並みとみられているが，国別にみると国により大きな差がある（ニジェール26％減，ブル
キナファソ10％減，カーボヴェルデ8％減，セネガル7％増，トーゴ13％増，マリ13％増，ガンビ
ア18％増，ガーナ44％増，ベナン45％増）。この中で，サヘル諸国（9％減）と沿岸諸国（4％増）
というように，作況に地理的な要因が影響している。そのほか，ギニアビサウの穀物生産が地域で
最低であった（28％減）。このように，サヘル地域22やギニアビサウの農業不振は，これらの諸国
（とくにニジェール）の貧困層を食糧危機に晒している。逆に，豊作だったベナンなどは，貯蔵や
流通システム不備のため，生産余剰を持て余すという不合理も生じている（RPCA　2010）。
　二次産業は西アフリカ経済でGDPの35％前後を占める。近年の内訳は，鉱業26％，製造業5
19ある試算では，減少額が経済危機が発生した年に1％減，翌年に4％減，5年後に30％減というように減少
　額が年を追って累積していくという（Raja　2009）。また，かつての金融危機の例に，今回の金融危機の
　ODAへの影響は，20％から40％減であるという試算もある（Nagarajan　2009）。
20クラークの古典的な産業分類と異なり，国連アフリカ経済委員会は鉱業を第二次産業に分類している。
21近年，地政学的に不安定な鉱物資源の状況を嫌って，アグリビジネスに鞍替えする多国籍企業がみられる
　（UNCTAD　2009：123）。
22「食料危機予防ネットワーク（RPCA：R6seau　de　pr6vention　des　crises　alimentaires）」の2009年12月の報告
　によると，畜産農業は，減少傾向の降雨量に起因する給水所の干潮面低下や牧草の再生不良により，ニジ
　ェール，マリ，ブルキナファソのサヘル地域でとくに危機的な状況が続いている（RPCA　2010）。
一174
表8：西アフリ力出身の出稼ぎ労働者の受入国
国／地域名 受入国上位5力国（2005） 全人口割合
ベナソ＊
ブルキナプァソ＊
コートディヴ。＊
ギニアビサウ＊
マリ＊
ニジェール＊
セネガル＊
トーゴ＊
カーボヴェルデ
ガソビア
ガーナ
ギニア
リベリア
ナイジェリア
シエラレオネ
サブサハラ
ナイジェリア，トーゴ，コートディヴ．，ブルキナファソ，ガボソ
コートディ．，ニジェール，ナイジェリア，フラソス，イタリア
フランス，ブルキナファソ，ベナソ，イタリア，合衆国
セネガル，ポルトガル，ガンビア，フラソス，スペイソ
コートディヴ．，ブルキナファソ，ナイジェリア，フランス，ニジェール
コートディヴ．，ブルキナファソ，ナイジェリア，チャド，ベナン
ガンビア，フラソス，イタリア，モーリタニア，スペイン
ナイジェリア，ベナン，ドイツ，フラソス，ガボソ
ポルトガル，合衆国，モザンビーク，セネガル，フランス
スペイン，セネガル，合衆国，ナイジェリア，英国
コートディヴ．，ナイジェリア，合衆国，ブルキナファソ，英国
コートディヴ．，セネガル，シエラレオネ，ガンビア，リベリア
合衆国，ナイジェリア，シエラレオネ，ドイツ，スペイン
合衆国，チャド，英国，カメルーン，ベナソ
合衆国，英国，ドイツ，リベリア，ナイジェリア
OECD国25．2％，非OECD高所得国2．9％，地域内63，2％
6．0％
8．5％
0。8％
7．3％
9．0％
3．1％
4．0％
3．6％
35．8％
3．7％
4．1％
5．5％
2．7％
0．6％
1．4％
2．1％
出所：IBRDIWorld　Bank（2008）より作成。＊：UEMOA諸国。
％，建設業3％，水道電力1％であり，この比率は国により大きく異なる（UNECA　2010：41）。
例えばナイジェリアでは石油産業だけでGDPの36％を占めている。そのほかギニア（ボーキサイ
ト），ガーナ（金），シエラレオーネ（ダイヤモンド），コートディヴォワール（石油，金）で鉱業
が比較的大きな比重を占める23。製造業は，西アフリカのGDPのわずか5％しかなく，消費財の
軽工業や農業・鉱業原料の半加工産業が中心である24。コートディヴォワール（15．9％），セネガ
ル（12．6％），ブルキナファソ（12．3％）が製造業が比較的盛んな国である。第三次産業（貿易，
外食・宿泊，流通，交通通信，公共機関）は地域のGDPの約30％を占める（UNECA　2010：43）。
西アフリカ諸国中央銀行（BCEAO　2010：9）は，2008年に売上額が前年に比べて10．1％上昇した
UEMOA諸国の商業活動が，2009年に4．7％減に落ち込むと予測している。
　これらの全産業の中で世界経済危機の直接的影響を被ったのは観光産業である。国連世界観光機
関（UNWTO　2009b：8）によると，近年の広報キャソペーンが功を奏して，2007年以来アフリカ
観光ブームが起こり，ギニア，ガーナ，マリ，ニジェール，セネガル，シエラレオネでは2008年
に観光客数が二桁台の伸びを記録し，2009年には北アフリカ（5％増）とサブサハラ地域（4％増）
の両地域でさらに増加している（UNWTO　2009a：2）。ところが西アフリカの場合，他のアフリカ
23リベリアでは鉱業がかつて重要な産業だったが（1987年GDPの11％），1989年～2003年の内戦（正確には，
　1989～96年の第一次と1999～2003年の第二次の二度）の後遺症からいまだ抜け出していない（2009年GDP
　の0．5％）。
24工業製品や設備の生産は存在していないに等しく，原料から工場にいたる生産の上流下流システムにおける
　統合性は脆弱である。GDPが地域最大のナイジェリアでさえ製造業が国内経済に占める割合は2．3％にすぎ
　ず，最低のシエラレオネ（2．2％）に比肩する。
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地域と異なり，2009年に観光客数が減少しており，カーボヴェルデとシエラレオネを除くほぼす
べての国々で域外（とくにフランス）からの観光客減少が報告されている。中でもギニア，コート
ディヴォワール，ガーナは20％前後の激減，マリやナイジェリアも10％前後の高い減少率となっ
ている。この観光不況が第三次産業に波及して，サービス産業等の不振につながっている。
5．社会経済と外国送金
　2009年に10億人を越えたアフリカは人口増加率が2．5％であり，その七割が30歳以下という若い
大陸である。その社会経済はこの人口増加分を賄わければならないが，そのような経済・財政状況
あるとは言い難い。経常収支と財政収支において25，西アフリカはサブサハラ諸国やアフリカ平均
よりも状況が大幅に悪化している。ナイジェリア，コートディヴォワールを除く経常収支の赤字
は，貿易停滞，通貨下落，内需拡大の景気対策に起因している（NUCEA／UA　2010：28）。これに
伴い，2008年の均衡財政から2009年に9％の赤字に転じた。すべての国々で財政赤字を陥った
が，状況は国により異なる。コートディヴォワールとガンビアでは財政赤字が3％以下にとどまっ
たのに対して，9．7％赤字のガーナや7．2％赤字のギニアを筆頭に，ニジェール，セネガル，カーボ
ヴェルデで財政赤字が5％を越えた。ナイジェリアでは，2009年後半にかけて油価下落に伴う石油
収益の減少により，2008年の財政黒字（3．7％）を相殺しながら，2009年の財政は10．1％の赤字に
転落した（しかし経常収支は黒字）。この状況から，これ以上の景気対策のための財政出動や貧困
対策などの社会的支出は叶いそうにない。
　西アフリカ地域の2009年の消費者物価指数は8．6％であると予想されている。前年の10．6％に比
べて一桁台まで低下したが，高いインフレ率にあるようにみえる。しかし，国別でみると，ナイジ
ェリア（12．4％）とガーナ（19．3％）を除けば，大半の国々で物価が下がっており，両国が西アフ
リカの平均物価を押し上げているにすぎない。例えば，マリでは2009年7月のイソフレ率が16．5
％であったのが，年末には6．4％まで下がった（Le　monde　2010：90）。また，5％以下の国が西ア
フリカ経済通貨共同体の全八力国とカーボヴェルデ，ガンビア，ギニアの11力国を数える。これ
は，世界的に2008～09年度の食糧生産が好調であり，在庫が豊富であったこと（例えば，米はこ
こ数年で最も高い在庫量）を部分的に反映している。
　また，世界経済危機は西アフリカの雇用にも打撃を与えた26。失業率は国別のデータが揃わない
ので，労働状況の分析には各研究機関の推定に頼らざるをえないが，国連アフリカ経済委員会によ
ると（UNECA　2010：53），西アフリカでは，都市部の約40％，農村部の約60％が貧困ライン以下
25以下，援助込みで論じ，復興支援を受けたリベリアや政情不安なギニアビサウを議論から除外する。
26国際労働機関の最新の報告によると（ILO　2010），世界全体の失業老は2009年に2億1200万人に上ってお
　り，危機前の2007年に比べて3400万人急増している（ILO　2010：9）。2008年と比べると，2009年に10％以
　上の失業率増加が危ぶまれている。また，2009年の「貧困ライン（poverty　line）」以下の労働者，すなわち
　「ワーキングプア」の数は11億8300万人（その内，1日1．25ドル以下で生活する極貧労働者は6億3300万人），
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表9：西アフリ力諸国への送金額（単位：百万ドル）
送金受領国 対GNP率　　20072008　　前年比　　2009年　　前年比
トーゴ＊
セネガル＊
カーボヴェルデ
ガンビア
シエラレオネ
ギニアビサウ＊
リベリア
ナイジェリア
ベナン＊
マリ＊
ギニア
ニジェール＊
コートディヴ＊
ガーナ
ブルキナファソ＊
10．1％
9．8％
9．0％
8．2％
7．7％
7．0％
7．0％
4．7％
4．1％
3．9％
1．7％
1．5％
0。8％
0．8％
0．6％
?????????? ???????????） ?????? ?? ? ?
??
　0％
　8％
12％
36％
　1％
　3％
　2％
　8％
21％
　0％
－52％
　0％
　5％
　9％
　0％
?????? ? ??????????
??
??????????????
?? ?? ? ? ???? ????? ????
出所：CSAO10CDE（2010），　World　Bank　database　on　remittances（2010年4月22日閲覧）。
　　対GNP比率は2008年の値。＊：UEMOA諸国。
の生活し，都市部の三分の一と農村部の半分の住人が「ベーシック・ニーズ（basic　needs）」を満
たすのに必要な支出ができない状況にあり，緊急の人道的行動が必要なほどの危険領域に達してい
ると報告されている。さらに，15歳から34歳までの若年層は全人口の約三割を占め，その大半が
直面している雇用問題が社会で暴発するおそれがあるともいわれている。
　このことから出稼ぎ労働者の送金がアフリカ社会経済で果す役割はますます重要になっている。
この資金の大部分は家計消費を賄うために使われており，貧困に喘ぐ低所得者層にとっては生死に
かかわる重要な要素をなしている27。また，農村では，生存手段である伝統農業の生産基盤を支え
ている28。送金の規模や送金経路は国により異なり，非公式な方法で行われるものが多く含まれる
ことから（Page，　Plaza　2006），世銀をはじめとしてこれまでさまざまな推定がなされてきた。
　世銀（IBRB／World　Bank　2008）の報告によると，2005年のサブサハラ出身の出稼ぎ労働者人
　不定職労働老（v’ulnerable　employment）の数は15億人に達すると試算されている（ILO　2010：18－22）。1
　日1．25ドル以下で生活する人々が2009年には5300万人増加し，2010年にはさらに2000万人増加すいる
　（Chen，　Ravallion　2009）。経済危機から抜け出しはじめ，回復も緩慢である現在において，雇用問題はすぐ
　に解決される状況にない。このような経済回復と雇用回復の間に時間的なずれがあるのは，過去の各経済危
　機でも観察された現象である。
27例年3百万人の幼児が1歳に至らずに他界しているが，経済危機は幼児死亡率に影響をおよぼし，2009年に
　3万から5万人の小さな人命がさらに失われるという衝撃的な試算もある（Friedman，　Schady　2009）。
28送金は，かつての「労働者の生活コストのうち賃金で満たされるべき部分」に相当し，「母国での土地所有
　継続を助けている（中略）。したがって，伝統的労働構造の解体を促進したのと同じ条件が，結局は，現金
　が入ることによってこの解体を遅らせたり，あるいは阻止したりする」という効果もある（サッセン1992：
　169）
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口は約1590万人，全人口の2．1％であった。出身地は多い順でマリ，ブルキナファソ，ガーナ，エ
リトリア，ナイジェリア，モザソビーク，南アフリカ，コソゴ民主共和国，ウガソダである。サブ
サハラ諸国出身の人々は地域内出稼ぎが多い。西アフリカも出稼ぎ労働者が，人口に占める割合が
国によって異なる。カーボヴェルデでは，3人にひとり以上が旧宗主国のポルトガルを含む先進国
やアフリカの他の国に滞在している。2005年以降に出稼ぎ労働者数は増加したが，2008年後半～
09年に入って，受入国の景気低迷に伴う送金の大幅な減少が懸念されていた。ところが，国連ア
フリカ委員会とアフリカ連合の最新の報告書は（NUCEA／UA　2010：339）は予想以上に送金が行
われたと述べている。2009年のアフリカへの送金は，2008年の約400億ドルから約380億ドル（約
5％）に減少した。サブサハラ諸国への送金は同時期で200億ドルから190億ドルに減少したが，こ
れはアフリカ全体より減少幅（約2％）が小さい。
　西アフリカの送金額は例年大陸全体の32％前後に上る。2009年の送金状況は，悲観的予想ほど
悪くなかった（Ratha，　Mohapatra，　Silwal　2009：3）が，経済危機が受入国（とくに先進国）で出稼
ぎ移民の労働条件に与えた影響は確かであり，さらに為替レートも送金に不利になったはずであ
る。このことから，移民たちは自分たちの生活を切り詰めて，本国の家族の生活水準を維持するよ
うに送金していたと考えられる。国別に2008年と2009年の変化をみると，最大の受領国のナイジ
ェリアや第二のセネガルで微減，送金多重依存国であるトーゴ，カーボヴェルデ，ガソビア，シエ
ラレオネ，ギニアビサウでも同水準，送金額が大きくないマリ，ギニア，コートディヴォワール，
ブルキナファソでの微減とみられる。リベリアで0．61億ドルから0．58億ドルの最大の下げ幅（5％）
を記録したが，アフリカ平均と同水準にすぎない。このように，西アフリカでは，経済危機や為替
相場などの経済的な要因よりも，出稼ぎ移民の節欲という個人的な努力が2009年における送金の
動向に影響していると考えられる。
おわりに
　2009年の経済成長率をみると，茜アフリカ経済が他のアフリカ諸国と比べて比較的堅調であっ
た。本稿ではアフリカ経済危機の地域差を把握するために，西アフリカに焦点をしぼり，対外的な
貿易，国内経済の諸要素，送金など社会経済的な側面を検討した。この中で，他のアフリカ地域と
同じものもあるが，本稿で検討したデータの中で，西アフリカが他の地域と特に異なるものは，輸
出収益，観光客数，移民送金額であった。輸出においては，大半の国々がアフリカ平均を上回って
いる。これは，天候や天然資源や換金作物の市場価格に影響されており，農業や鉱業における生産
性が近年とくに向上したというわけでもない。ガンビアのように，これまでの一次産品輸出経済か
らの脱却を図っている国はむしろ例外的であり，西アフリカの産業・貿易構造は旧態依然のままで
ある。国家財政をみると，堅調な貿易収入に反して財政赤字が意外に高いが，各政府が経済危機に
対処するために，景気対策として財政支出を積極的に行ったためだと考えられる。貿易による余剰
を国家財政に蓄えるようなシステムを構築することがアフリカにとって急務だといえる。けれど
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も，減額するFDIとODAや観光収入に依存せさるをえない国家財政は限定的な抗力しか持ちえ
ない。多重債務最貧国は，懸念される治安悪化や飢謹に対処する手段を持っていない。したがっ
て，西アフリカ諸国が他のアフリカ地域に比べて経済危機の打撃が小さかったという言説は，活況
が「一時的なもの」にすぎず，経済基盤は脆弱なままであるというべきであろう。その中でも，国
外に滞在する西アフリカ人からの送金が予想以上に西アフリカ諸国に届いたことは注目に値する。
海外送金の規模や社会的重要性はかねてから指摘され，今回の世界不況の荒波の中で，雇用不安に
晒された出稼ぎ労働者からの，大幅な送金減少が危惧されていた（木田2009：342）。この点につ
いては予想に反した結果が出ている。しかし，これは裏を返せば経済危機とは無関係の新たな動き
が西アフリカで出ているからではないだろうか。送金は貧困ラインで生活する人々を食糧難から救
うだけでなく，自給自足農業を代表する伝統的労働構造の崩壊に対抗する役割を担う可能性も秘め
ている（サッセソ1992：169）29。このような家族や祖国への連帯感が西アフリカに内在するもの
として今回の世界経済危機により表出したととれるし，近年目覚ましい発展を遂げている情報通信
網の整備が貢献しているとも解釈できる。また，出稼ぎ労働の性格がグローバル化の進展で変わり
つつあるという議論も可能であろう。移民送金は経済全体からみればごく僅かな割合しか占めてい
ないかもしれない。しかし，移民はグローバル化した国際分業体制において重要な役割を果してい
る経済主体である。アフリカ移民がアフリカ経済や世界経済において，どのような位置を占め，ど
のような機能を果たしているか今後さらに考察する必要があろう。
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